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　麻機の目指す姿、目標について多くの意見が寄せ

れれました。これらの意見を活かし、少しでも早く

良好な自然を再生できるように協議を進めていきた

いと考えております。

　今後も気づいた点がございましたら、どんなこと

でも、事務局まで意見をお寄せください。

　
≪やすらぎみずべ巴川を考える会≫

　今まで、河川工事・維持等の河川整備計画は行政が計画・実施していました。

これからは、行政だけではなく、学識経験者の意見を取り入れることになりました。そこ

で、ここ巴川流域の住民の方々を対象に『巴川を考える会』として、今年の２月から１０

月にかけてブロック別意見交換会を開催しています。意見交換会では、巴川の特徴や歴史

、地区に関わる取り組みの紹介や、これからの巴川について参加者の皆さんと語り合いま

す。

 これまでに、長尾川流域、高部・飯田地区、大谷地区、麻機地区の４地区で、「やすらぎ

のみすべ巴川を考える会」が開催されました。その中で、麻機地区では、以下のような意

見があげられました。他の地区の意見についても、静岡土木事務所のホームページにて見

ることができますので、興味のある方は、一度ご覧になってください。

【やすらぎのみずべ巴川を考える会　�
　　　　　　　　　　ｉｎ安東地区】
　期　日：2005年10月11日（火）�

　　　　　19：00～21：00�

　場　所：東部公民館

　テーマ：川と共存するまちづくり�

【やすらぎのみずべ巴川を考える会�
　　　　　　　　　　　ｉｎ日本平】
　期　日：2005年10月13日（木）�

　        19：00～21：00�

　場　所：清水有度公民館

　テーマ：見直そう、地域の川

【やすらぎのみずべ巴川を考える会
　　　　　　　　　　ｉｎ河口地区】
　期　日：2005年10月4日（火）

　　　　　19：00～21：00�

　場　所：清水浜田公民館

　テーマ：まちづくりの拠点、巴川�

【やすらぎのみずべ巴川を考える会
　　　　　　　　　ｉｎ大沢川流域】
　期　日：2005年10月6日（木）

　       19：00～21：00�

　場　所：清水中央公民館

　テーマ：治水と水辺空間

▲麻機地区で開催したときの様子

■環境について
・河川を浄化し、ホタルなどが飛び交う事業を行なう
・ミズオオバコなど復活させるために遊水地を掘り起こして欲しい
・麻機周辺の産業廃棄物処理場は撤去できないものか
・植物、生物（魚類）の外来種を一刻も早くなくして欲しい
・ダイオキシンが心配である
■水質について
・生活排水、工場排水を完全に止めること
・清水を補給する安倍川の水利用増
・清流を取り戻す
・ゴミのない川
・巴川の水をきれいにする（底を洗うとか）
・子供が自由に入って遊べる水質に

■治水について
・大谷川の放水を早めにして、上流地域の安全も考慮して欲しい
・現在の遊水地をもっと整備し、遊水機能を保持してもらいたい
・大きな事業ではあるが早期の解決を望みたい

■親水空間について
・川を活かした「遊び場」ミニ公園を作りたい
・希少植物が沢山あるが、手軽に学習できる場所作りをして欲しい
・全国に例のない治水＋親水公園に
・観光資源として有効活用できないか
・安全面に気をつけて、子供たちが遊べるように
・土手に桜の木と菜の花を植え、花見ができたらいいな

お　知　ら　せ

【麻機地区での意見】

【第4回　巴川遊水地4工区浄化対策検討委員会】
　要　旨：平成16年度に、巴川遊水地4工区におい

　　　　　て環境基準を超えるダイオキシン類が検

　　　　　出されたことから、水質及び底質の浄化

　　　　　対策について専門的な視点で検討を行う

　　　　　ような第4回の委員会を開催いたします。�

開催日時：平成17年10月7日（金）

　　　　　15：30～17：00（受付：10分前まで）

傍聴定員：10名程度（多数の場合抽選）

開催場所：アイセル21（静岡市中央公民館）

　　　　　第31会議室　静岡市葵区東草深町3-18�

　議　事：浄化対策工法計画の策定について
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中海自然再生協議会の紹介

　自然再生全体構想は、平成19年3月29日に策定さ
れ、4月から自然再生実施計画の作成に取り組んでい
ます。
　4月26日に開催された、第18回策定部会では、実
施計画書作成に関する進め方について検討を行いまし
た。そして、6月14日に開催された第19回策定部会
では、全体構想で定めた目標を基に、これまで実施し
てきた活動の課題や、今後自然再生のために実施しな
ければならない活動について検討しました。

　

第17回策定部会（会員の発表）

第17回策定部会（説明)

≪第18・19回策定部会の開催報告≫

■今後の策定部会の進め方について

第18回策定部会
　自然再生実施計画は、全体構想で検討した内容の下
個々の自然再生事業の内容を明らかにしていきます。
　今後は、これまでよりも専門的な知識が必要となり
他の協議会では専門分野ごとに分かれ検討を進めてい
るところも見られます。
　そのため、本協議会では、今後どのように会を進
めるべきか検討を行い、その結果下記のような意見
が、第18回策定部会で挙げられました。

第19回策定部会
　現在、自然再生事業の対象区域である麻機遊水地第1
工区・3工区では、今後、静岡市による公園事業が実施
されます。公園計画は、過去に地元住民の意見を基に計
画案の作成を行っており、今回の策定部会では、この公
園計画について、自然再生協議会でどの様に取り扱って
いくのかなど、様々な意見が寄せられました。

　中海自然再生協議会は、中海の自然再生を目指し今年6月に協議会を設立する
ため、現在準備を進めています。中海は干拓・淡水化事業をはじめとする開発
事業によって自然の消失が進み、中海自然再生協議会では、中海の自然を再生
していくためには中海の本来の水の流れを取り戻し、貧酸素水塊の発生源とな
っている中海湖底の大規模な浚渫窪地の埋戻しが必要不可欠と考えています。
　しかし、現状ではこれらの課題をすぐに解決することは困難で、中海自然再
生協議会では、これらを大きな目標とする中で、まずはできることから自然再
生事業に取り組んでいこうと考えています。
　中海自然再生協議会では協議会の設立にあたり、全国の先進的な事例を学ぶ
ために、5月25日、26日に湿地に関する全国の協議会に呼びかけを行い、本協
議会は事務局の静岡土木事務所がこの会に参加してきました。中海自然再生協
議会は、他の協議会が行政主体で協議会を設立しているのに対し、これまでに
例がない、ＮＰＯや市民が中心となって協議会の設立を進めています。

中海

活動状況の説明（上サロベツ）

・まずは全体で議論し、議論が進んでいけば自然にグルー
　プに分かれていくと思う。
・はじめから専門分野に分かれて検討すると、意見の調整
　が図りにくくなると思う。
・実施計画を作成したという方は少人数であるため、それ
　をさらに細分化する必要はないと思う。

■策定部会への学識者の参加について

・策定部会にも学識者に参加していただき、効率よく、専
　門的に議論を進めた方がよいと思う。

・必要が生じた場合に、学識者には参加していただく。

■公園計画についての意見
・公園計画と自然再生事業を、今後どの様に結びつけてい
　くのでしょうか。
・公園整備は、「自然再生緑地事業」で実施しますが、自
　然再生推進法の自然再生事業との違いは何ですか。
・公園計画については、地元との調整を図る必要があるの
　ではないでしょうか。

グループ討議 グループ討議
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お　知　ら　せ

　現在、巴川流域麻機遊水地自然再生協議会
では、自然再生実施計画の作成に取り組んで
います。
　これまでの意見では、湿地環境を維持する
ための水の確保や、現在、遊水地内に残され
た水田表土の保全、活用方法が大きな課題と
なっています。特に、水田表土は第1・3工区
の公園予定地部分に多く残されていることか
ら、自然再生と公園整備との調整も、大きな
課題の一つとなっています。

　

　

第17回策定部会（説明)

≪第21回策定部会の開催報告≫

第17回策定部会（説明)

　9月12日（水）に開催された第21策定部会では、主に麻機遊水地

第1工区と第3工区の公園計画部分について、守るべき自然環境、事

業による自然環境への影響、公園計画に関する要望等、様々な意見

を挙げていただきました。

　今後は、これらの意見の中から、まずは保全すべき自然について

その保全方法や事業により消失する自然環境の再生方法などについ

て検討を行っていく予定です。

　また、これらの検討項目を解決していくためには、専門的な知見

も必要となることから、今後は学識者との連携を深めつつ、良好な

自然環境を保全していくための実施手法の検討を進めていきます。

【公園計画区域内で守りたい自然】

グループ討議グループ討議

　○休耕田に残された水田表土

　　⇒現在の保全方法や、保全する面積、量、活用方法

　　　などが検討課題として挙げられています。

　○湧水・流入水路

　 ⇒湿地環境を維持していくために、第1工区では現

　　　在ある湧水や流入水路の保全、活用方法が検討

　　　課題として挙げられたいます。

　　　また、第3工区では湿地部の乾燥化が進み、水の

　　　確保が大きな課題として挙げられています。

　

【公園計画に関する意見】

　■第12回クリーン作戦（第3工区・巴川・浅畑川）
　　10月20日（土）に、第3工区や巴川周辺に不法投棄されたゴミの清掃活

動が行われ、当日は約100名もの方が清掃活動に参加しました。

　また、池沼部に繁茂している外来種のホテイアオイの駆除作業も行われ

約800ｋｇのホテイアオイが駆除されました。この植物は寒くなると池底

に沈み、水質悪化の原因の一つになっています。 ホテイアオイの駆除ホテイアオイの駆除

　■第4回子ども環境レンジャー・巴川　川の日親子でウォッチング
　　10月28日（日）に、第4工区で第4回子ども自然環境レンジャーが開催さ

れました。当日は、約50人の親子が参加し、ＮＰＯ法人麻機湿原を保全す

る会のメンバーにより、遊水地に生息する魚類などについて紹介を行いま

した。また、静岡土木事務所河川改良課による、「巴川　川の日親子でウ

ォッチングも開催され、治水事業などについての説明も行われました。

　○藤棚や桜は不要ではないか

　○駐車場の舗装は、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ではなく環境に

　　配慮したものにすべきではないか

　○子供用遊具はできるだけ置かない方が良いの

　　ではないか

　○もっと広い広場が欲しい

　○在来魚を増やす施設を設置して欲しい

　○歴史資料館を設置して欲しい

　○トイレを増やして欲しい

　　

魚についての説明魚についての説明
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お　知　ら　せ

　自然再生推進法も今年の1月で5年が経過
し、同法主務省庁（環境省、農林水産省、
国土交通省）では、各協議会における法の
施行状況を調べ検討した上で、法の見直し
等、必要な措置を講じていこうとしており
ます。
　法の施行状況の調査にあたり、本協議会
の一部の会員の方にもアンケートの記入等
ご協力いただき厚くお礼申し上げます。

　

　

第17回策定部会（説明)第17回策定部会（説明)

　昨年11月23日に第22回策定部会を開催しました。策定部会では、特に自然再生に関する意見

が多い第1工区の視察を行いました。第1工区は、協議会設立時には休耕田として残されていま

したが、現在では治水整備が進められ、第3・4工区と同様に一部池沼部が形成されています。

　また、今後公園としても整備が進められ、周辺部においても山脇大谷線やあさばた線などの

道路整備が進められ、その環境は周辺部も含め大きく変わろうとしています。

　しかし、こうした中、第1工区では希少種の種が含まれた水田表土や魚類やシジミなどが生息

する農業水路、湧水なども見られ、会員の方からは第1工区の自然を保全していくための意見が

多くあげられています。今後は、これらの自然環境を保全するため、自然再生実施計画を作成し

実施計画を基に自然再生事業を実施していく予定となっています。

　
　

　＜浅畑沼の冬の風物詩「柴揚げ漁」開催のお知らせ＞

　

　恒例となりました「南沼上柴揚げ漁保存会」主催の伝統的漁法「柴揚げ漁」が下記の通

り開催されます。この柴揚げ漁も復活後30年を迎えることになりました。是非、興味のあ

る方はご参加下さい。

■日時：平成20年1月20日（日）

　　　　9：30～13：00頃まで

　　　　柴揚げ漁は9：30～11：30頃まで

　　※雨天延期の場合：平成20年1月27日（日）

■場所：麻機遊水地第3工区（諏訪神社西側）

■内容：柴揚げ漁、鮒汁料理、遊水地に生息する魚

　　　　類の展示、巴川のパネル展示等

記

※お酒も用意しているようなので、車を運転する方は
　絶対に会場でお酒を飲まないようにお願いします。

≪≪第22回第22回策定部会の開催報告≫策定部会の開催報告≫

第1工区の用水路第1工区の用水路
個人会員（栗山氏）が第1工区で実施個人会員（栗山氏）が第1工区で実施
している土壌シードバンク調査している土壌シードバンク調査 検討会の様子（有永公民館）検討会の様子（有永公民館）

柴揚げ漁の様子（05.1月）柴揚げ漁の様子（05.1月）




